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開催日：2013年11月5日（火）

2014年3月期 第2四半期 決算説明会

開催日：2013年11月5日（火）
会か場：八重洲富士屋ホテル

2013年11月5日にアナリスト・機関投資家の方々を対象とした
「2014年3月期第2四半期決算説明会」を開催いたしました。
決算概要、業績予想、第8次中期経営計画（JUMP1200）についてなどを
説明いたしました。
内容につきましては、次ページ以降に掲載しておりますのでご覧ください。
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本資料取扱い上の注意点本資料取扱い上の注意点

この資料には、当社の将来についての計画や戦略、業績この資料には、当社の将来についての計画や戦略、業績
に関する予想見通しの記述が含まれています。に関する予想見通しの記述が含まれています。

これらの記述は、現時点における情報に基づき判断したこれらの記述は、現時点における情報に基づき判断した
ものであり マクロ経済や当社 関連する業界動向ものであり マクロ経済や当社 関連する業界動向ものであり、マクロ経済や当社の関連する業界動向、ものであり、マクロ経済や当社の関連する業界動向、
新たな技術の進展等により変動することがあり得ます。新たな技術の進展等により変動することがあり得ます。

従いまして、実際の業績等が記載の予想数値と異なる従いまして、実際の業績等が記載の予想数値と異なる
可能性がありますことをご承知おき下さい。可能性がありますことをご承知おき下さい。
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第第88次中期経営計画次中期経営計画(JUMP1200)(JUMP1200)についてについて



4

20142014年年33月期月期 第第22四半期四半期 決算概要決算概要

20142014年年33月期月期 業績予想業績予想

第第88次中期経営計画次中期経営計画(JUMP1200)(JUMP1200)についてについて



5

連結決算の概要について

（単位：百万円）

前第2四半期
累計期間

当第2四半期
累計期間

増減額
対前年同四半期
増減率

売上高 40,635 47,574 6,939 17.1％

営業利益 1,114 1,366 252 22.6％

・前年同期比で増収・増益

・第2四半期累計期間で過去最高の売上高

経常利益 1,203 1,491 288 24.0％

四半期純利益 704 920 216 30.6％

1株当たり
四半期純利益

55.02円 71.88円 16.86円 30.6％

産業用エレクトロニクス・メカトロニクス業界は、中国市場の低迷を受けて
低調に推移しておりますが、一方でスマートフォン向けの需要は堅調に推移
したことにより、半導体関連業界、産業機械業界は受注が持ち直しつつあり
ます。また、太陽光発電システムをはじめとする新エネルギー関連の需要も
引き続き増加傾向で推移いたしました。
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部門別の概要【電機部門】

■売上高構成比率
（当第2四半期累計期間）

■売上高
当第2四半期累計期間 12,640百万円（前期比34.1%増）
当第2四半期会計期間 6,183百万円（前期比17.8%増）

（単位：百万円）■売上高推移表
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■point
・真空ロボットの販売が減少（有機ＥＬ生産設備の需要減少）
・太陽光発電システム向けの制御機器等の販売が大幅に増加

5,248

4,290

6,457
6,183

0

2,000

4,000

6,000

2Q 3Q 4Q 1Q 2Q

13/3 14/3

26.6％

3,753

9,427

0

3,000

6,000

9,000

10/3

2Q

11/3

2Q

12/3

2Q

13/3

2Q

14/3

2Q



10

部門別の概要【電子部門】
■売上高
当第2四半期累計期間 31,868百万円（前期比13.7%増）
当第2四半期会計期間 17,270百万円（前期比20.3%増）

（単位：百万円）■売上高構成比率
（当第2四半期累計期間）

■売上高推移表
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■point
・携帯電話基地局のインフラ設備向けの電子部品の販売は減少
・自動車業界向けの電子部品の販売が増加
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部門別の概要【機械部門】
■売上高
当第2四半期累計期間 3,064百万円（前期比3.9%減）
当第2四半期会計期間 1,996百万円（前期比4.4%減）

（単位：百万円）■売上高推移表

6.4％

■売上高構成比率
（当第2四半期累計期間）
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＜四半期会計期間＞ ＜四半期累計期間＞

■point
・太陽光発電システム向けの設備機器の販売が増加
・全体的に設備投資は弱い動きで推移し、機械部門全体の販売は減少
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セグメント別の概要
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■売上高（注1）

（単位：百万円）

■売上高構成比率（注2）
（14/3月期 第2四半期累計）

日本 アジア 欧米 その他
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（注1）セグメント間の内部売上高又は振替高を含む売上高
（注2）外部顧客に対する売上高
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売上高 営業利益

セグメント別の概要【日本】

■売上高構成比率（注2）
（当第2四半期累計期間）

■売上高 ■営業利益
当第2四半期累計期間 37,094百万円（前期比13.3%増） 902百万円（前期比14.0％増）
当第2四半期会計期間 19,552百万円（前期比11.6%増） 668百万円（前期比11.8％増）

（単位：百万円）■売上高・営業利益推移表（注１）

＜四半期会計期間＞ ＜四半期累計期間＞
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■point
・国内における設備投資は弱い動きで推移し、設備機器の販売は減少

・太陽光発電システム向けの制御機器及び設備機器、自動車業界向けの電子部品の販売が増加
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（注1）セグメント間の内部売上高又は振替高を含む売上高
（注2）外部顧客に対する売上高
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セグメント別の概要【アジア】

23.4％

（単位：百万円）

■売上高 ■営業利益
当第2四半期累計期間 12,009百万円（前期比27.0%増） 429百万円（前期比33.5％増）
当第2四半期会計期間 6,710百万円（前期比34.0%増） 292百万円（前期比24.0％増）

■売上高構成比率（注2）
（当第2四半期累計期間）

■売上高・営業利益推移表（注１）
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売上高 営業利益＜四半期会計期間＞ ＜四半期累計期間＞

23.4％

■point
・スマートフォン製造設備向けの電子部品の販売は一時減少（在庫調整等の影響）

・PLC、インバータ向け及び太陽光発電システム向けの電子部品の販売が増加

（注1）セグメント間の内部売上高又は振替高を含む売上高
（注2）外部顧客に対する売上高
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セグメント別の概要【欧米】

2.3％

■売上高構成比率（注２）
（当第2四半期累計期間）

■売上高 ■営業利益
当第2四半期累計期間 1,323百万円（前期比 5.9%減） 16百万円（前年同期は営業損失4百万円）
当第2四半期会計期間 649百万円（前期比17.5%減） △5百万円（前年同期は営業損失3百万円）

（単位：百万円）■売上高・営業利益推移表（注１）
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売上高 営業利益＜四半期会計期間＞ ＜四半期累計期間＞

■point
（アメリカ）
・電力インフラ向けの制御機器の販売が減少

（ヨーロッパ）
・インバータ、サーボモータ向け電子部品の販売が増加

（注1）セグメント間の内部売上高又は振替高を含む売上高
（注2）外部顧客に対する売上高
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※2010年3月期第2四半期累計は、その他の地域も含まれております。
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海外現地法人売上高推移
（単位：百万円）

10,907

22,002

17,488

24,898

28,000

（予想） ヨーロッパ

アメリカ
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78%
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北米
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・・・アメリカ

・・・ヨーロッパ

・・・上海、香港、深

・・・シンガポール、台湾、マレーシア、タイ
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アジア
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中 国

海外売上構成
（2014年3月期 第2四半期累計）

19.7%    20.5 % 24.5% 28.2％ 28.6%  
海外事業の
売上高比率
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受注高・受注残高の推移（連結）

（単位：百万円）■受注高 ■受注残高

前第2四半期
累計期間

当第2四半期
累計期間

増減額
対前年同四半期
増減率

受注高 41,429 49,650 8,221 19.8%

受注残高 13,482 16,922 3,439 25.5%

100,000

下期

上期88,946 87,484
90,421

（単位：百万円）

20,000
18,151

16,922

（単位：百万円）
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11/9月末 12/3月末 12/9月末 13/3月末 13/9月末

12,689
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2014年3月期 第2四半期 (個別)業界別売上高・主要仕入先

得意先（業界）

2012/3
２Q累計

2013/3
２Q累計

2014/3
２Q累計

対前年同期増減率（推移） シェア

ＦＡ・産業機器 26.7%

半導体・液晶 10.5%

自動車 6.9%

環境・エネルギー 6.4%

仕入先

㈱安川電機

オムロン㈱

安川ブルックスオートメーション㈱

ミネベア㈱

TDKラムダ㈱環境・エネルギー 6.4%

アミューズメント 5.8%

情報・通信 4.8%

社会インフラ 2.5%

ロボット・マウンター 2.2%

工作機械 1.8%

医療機器 1.4%

セキュリティ 0.2%

TDKラムダ㈱

㈱リコー

ケル㈱

スタンレー電気㈱

フエニツクス・コンタクト㈱

ダイヘン電機システム㈱

その他（約1,700社） 約50%
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連結キャッシュ・フロー

（単位：百万円）

当第2四半期 主な要因

営業ＣＦ △141

減少要因：支払債務の減少

法人税等の支払

増加要因：税金等調整前四半期純利益

・現金及び現金同等物は前連結会計年度末と比べ2億38百万円減少し、
当第2四半期連結会計期間末は67億11百万円となりました。

増加要因 税金等調整前四半期純利益

売上債権の減少

投資ＣＦ △53
減少要因：有形固定資産の取得

投資有価証券の取得

財務ＣＦ △181 減少要因：配当金の支払

現金及び現金同等物
期末残高 6,711 －－－
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前連結会計
年度末

当第2四半期
連結会計期間末

増減額 主な要因

資産合計 47,256 47,988 732
投資その他の資産の
増加

（連結）B/S比較表

（単位：百万円）

負債合計 32,907 32,042 △864
支払手形及び買掛金の
減少

純資産合計 14,349 15,945 1,596
利益剰余金の増加、
為替換算調整勘定の
増加
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配当金の推移

期 中間 期末 年間
配当性向

連結 個別

０９/３月期 １０円 １０円 ２０円 ― ―

１０/３月期 １０円 １０円 ２０円 ― ―

１１/３月期 １０円 １０円 ２０円 15.1％ 20.0％１１/３月期 １０円 １０円 ２０円 15.1％ 20.0％

１２/３月期 １０円 １０円 ２０円 13.0％ 17.6％

１３/３月期 １０円 １０円 ２０円 16.8％ 21.9％

１４/３月期 １０円
１０円

(予想)

２０円

(予想)

13.5％
（予想）

19.7％
（予想）

※当社は、株主の皆様に対して安定した配当を継続するとともに、業績の進展
状況により増配や株式分割などを実施して行くことを基本方針としています。
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20142014年年33月期月期 第第22四半期四半期 決算概要決算概要

20142014年年33月期月期 業績予想業績予想

第第88次中期経営計画次中期経営計画(JUMP1200)(JUMP1200)についてについて
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2014年3月期 通期 業績予想について（連結）
（単位：百万円）

2013年3月期
実績

2014年3月期
業績予想

対前期増減率

売 上 高 88,264 98,000 11.0％

営業利益 2,269 2,900 27.8％

【2014年3月期の見通し】
政府の経済・金融政策などを背景に企業や個人の景況感に改善の兆しが見られる
ものの、中国経済の成長鈍化など景気下振れリスクも存在しており、依然厳しい
経営環境が予想されます。

経常利益 2,519 3,100 23.0％

当期純利益 1,520 1,900 25.0％
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2014年3月期 2015年3月期 2016年3月期

・最終年度(2016年3月期) 連結売上高 1,200億円

・売上高経常利益率 3.5％以上を継続的に確保

経営目標経営目標

（単位：百万円）【連結ベース】

【第８次中期経営計画(JUMP1200)】

売上高 98,000 110,000 120,000
営業利益 3,100 3,700 4,400
経常利益 3,400 4,000 4,700
当期純利益 2,000 2,500 2,850
売上高

経常利益率
3.5% 3.6% 3.9%
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重点施策「新興国を始め、海外事業をさらに拡大する」

【第８次中期経営計画(JUMP1200)】

サンワテクノスタイランドサンワテクノスタイランド

「メカトロシステム部門を強化し現地法人の体制拡充を図る」

・事業の高付加価値化（システム製品、制御盤製作など）
・自動車関連市場への取り組み強化
・日本人技術者の駐在開始（サンワテスコム）
・従業員増員（2013/1/1 9名 → 2013/12/31 20名体制予定）

・2013年3月期通期は売上高前期比 23％増

サンワテクノスタイランドサンワテクノスタイランド

「メカトロシステム部門を強化し現地法人の体制拡充を図る」

・事業の高付加価値化（システム製品、制御盤製作など）
・自動車関連市場への取り組み強化
・日本人技術者の駐在開始（サンワテスコム）
・従業員増員（2013/1/1 9名 → 2013/12/31 20名体制予定）

・2013年3月期通期は売上高前期比 23％増

サンワテクノスタイランドサンワテクノスタイランド

「メカトロシステム部門を強化し現地法人の体制拡充を図る」

・事業の高付加価値化（システム製品、制御盤製作など）
・自動車関連市場への取り組み強化
・日本人技術者の駐在開始（サンワテスコム）
・従業員増員（2013/1/1 9名 → 2013/12/31 20名体制予定）

・2013年3月期通期は売上高前期比 23％増

ハノイ事務所ハノイ事務所

「ベトナム（ハノイ）に初の駐在員事務所開設」

・2013年8月開設
・中国からベトナムへ生産移転する企業が増加
・産業機器や医療機器メーカー等の日系企業に電子部品を販売

ハノイ事務所ハノイ事務所

「ベトナム（ハノイ）に初の駐在員事務所開設」

・2013年8月開設
・中国からベトナムへ生産移転する企業が増加
・産業機器や医療機器メーカー等の日系企業に電子部品を販売

2013年3月期通期は売上高前期比 23％増
・2014年3月期２Ｑ累計は売上高前期比 16％増
2013年3月期通期は売上高前期比 23％増

・2014年3月期２Ｑ累計は売上高前期比 16％増
2013年3月期通期は売上高前期比 23％増

・2014年3月期２Ｑ累計は売上高前期比 16％増
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重点施策
「グローバルロジスティック機能の拡充強化」

【第８次中期経営計画(JUMP1200)】

香港物流センター香港物流センター

「香港に国際物流拠点を新設」

香港物流センター香港物流センター

「香港に国際物流拠点を新設」

・2013年10月運用開始
・中国や東南アジアの顧客に電子部品を最短出荷
・安価な優良商品、世界共通在庫の品揃え
・365日24時間体制のデリバリーを目指す

・2013年10月運用開始
・中国や東南アジアの顧客に電子部品を最短出荷
・安価な優良商品、世界共通在庫の品揃え
・365日24時間体制のデリバリーを目指す
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重点施策
「成長市場の開拓を積極的に進め、新規事業の確立を目指す」
＜成長市場 ＞ ・新エネルギー等環境事業の分野 ・ロボット等省力化の分野

・介護、医療分野 ・社会インフラ分野

【第８次中期経営計画(JUMP1200)】

パワーコンディショナ

（周辺機器含む）
ＬＥＤ照明

事例（新エネルギー等環境事業の分野）

0

4,000

2011/上 2011/下 2012/上 2012/下 2013/上
0

100

2011/上 2011/下 2012/上 2012/下 2013/上

40億円

1億円

個別（売上高） 個別（売上高）
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以上のように、高い成長性・収益性・安定性を
求めて、経営に努力してまいりますので、今後も
一層のご支援を賜りたくお願い申し上げます。


